
SureLab SL-D1050のプリント結果を良好に保ち、安定して稼動させるため、
以下のお手入れを実施してください。

メンテナンス作業について ＜Rev.A＞

＜内容＞
■ご使用に関する注意事項について

■用紙セット時
・用紙端面の紙粉除去

■3ヶ月毎
・吸気口の清掃

■プリントの裏面がよごれたら
・プラテンの清掃
・ロールユニットの清掃

■単票紙が繰り返し給紙ミスしたら
・給紙ローラーの清掃/交換
・搬送ローラーの清掃

SureLab SL-D1050
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ご使用に関する注意事項について
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＜設置環境＞
プリント品質を維持するため、以下の点に気を付けて設置してください。

①プリントする際は、以下の設置環境でお使いください。
温度：10～35℃
湿度：20～80%

※この環境以外で使用した場合、良好なプリント結果が
得られない場合があります。

②こまめにプリンターの周辺を清掃してください。

＜ペーパーの取り扱いについて＞



】用紙端面の紙粉除去
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① ロール紙を平らな場所に縦に置きます。
② ロールクリーナーで用紙の端面を図の

「 ⓐ → ⓑ → ⓒ → ⓓ 」の順で清掃します。

③ もう一方の面を上向きにし、②と同じ要領で清掃します。
④ ロール紙をスピンドルにセットします。

ロール紙をスピンドルユニット※にセットする際、用紙端面の紙粉を取り除い
てからセットしてください。
紙粉を除去頂くことで、プリント中のノズル抜けを抑制します。

ポイント
右図がスピンドルユニットです。

用紙セット時

ポイント
ロールクリーナーは、市販品をご購入の上、ご使用ください。
また、ロールクリーナーをご購入頂く際は、

・粘着面が平面 （凹凸タイプなどはおすすめしません。）
・粘着力弱～中

のものをお選びください。紙粉が取り除きやすくなります。

＜参考製品＞
●二トムズ

コロコロエコノミーS
型番：C2150
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】吸気口の清掃

吸気口に埃や異物が溜まることで、異音や機内トラブルを引き起こす場合が
あります。
3ヶ月に1度、以下の通り清掃を実施してください。

3ヶ月毎

■清掃内容
本体左側面にある吸気口(青丸部)を掃除機で吸ってください。



】プラテン、ロールユニットの清掃

5

■プラテン部 清掃手順

プラテンやロールユニットの紙粉回収部に紙粉が溜まると、印字面や裏面の
汚れを誘発する場合があります。
プリント品質を保つために、以下の通りに清掃を実施してください。

裏汚れ時
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■ロールユニット部 清掃手順
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】給紙ローラー、搬送ローラーの清掃

8

■給紙ローラー部 清掃手順

カセットから用紙を運ぶローラーに紙粉が付着すると、給紙ミスを誘発する
場合があります。
プリント品質を保つために、以下の通りに清掃を実施してください。
なお、清掃しても給紙ミスを繰り返す場合は、給紙ローラーの寿命です。
給紙ローラーA,Bを新しいものに交換してください。

給紙ミス時
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